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第 ２２ 回 例 会 報 告（１２月１５日）  

【 出  席  報  告 】 
・会員数   ５４名          ・出席数   ３３名          ・欠席数  ２１名 

・当日出席率   ７２．７２％               ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞藤田､原､檜垣(俊)､檜垣(巧)､吉良､小堀､村上(裕)､越智(務)､重松､島田､竹田､田中､吉田 

〔免除会員〕青野､原田､門田､金森､松本､村上､白石､八木 

<12/1 欠席補填>(12/13 今治南)藤田､原､檜垣(賢)､檜垣(直)､檜垣(巧)､菅､桑森､光藤､越智(健)､越智(務)､竹田､ 

田中 
◇会長報告・先日ご協力頂きましたタイ洪水支援募金は 21,000 円となりました。クラブ支援と合わせ、総額

50,000 円をガバナー事務所へ寄付しました。 

◇幹事報告・今治 1.17 実行委員会主催『防災フェスティバル』協力をお願いします。 

     ・12 月 22 日（木）は忘年夜間例会です。18：30 より今治プラザホテル２階レストラン Pepe にて

開催します。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ・平尾浩一郎会員：還暦の 60 歳。定年退職した同級生は肩の荷を降ろした

ようでうらやましいが、しばらくは先輩にならって頑張りたい▼青野淳一会員：2 歳 6 カ月の子

供とコミュニケーションできるようになり、親の気持ちが分かってきた。一緒に外に出て季節を

感じている▼西本信保会員：今年 1 月 6日の誕生日、松山の友人に「祝ってくれ」と電話したら

「あんたタルトか！」。「一六タルト??」▼檜垣直孝会員：今治シティマラソンに出たのを機に、

土日に約１時間ジョギングしている。次回レース、完走したら報告します。 

年次総会 

◆村上修三会長：2013-2014年度会長選挙は、慣例に従い指名委員会としてパスト会長会で協議、西信正男会員に

お願いして了承をいただいた。（拍手）ありがとうございました。▼西信正男会員：入会して12年。勉強すべき

ことがたくさんある。ご指導、ご協力を。 

◆久米操被選会長：2012-2013年度理事は、副会長兼クラブ奉仕委員長に西信正男▽幹事に菅主浩▽会計委員長に

藤堂宗昭▽職業奉仕委員長に冠康秀▽社会奉仕委員長に青野賢治▽国際奉仕委員長に重松宗孝▽新世代委員長に

原竜也―の各会員でお願いしたい。（拍手）ありがとうございました。 

会員卓話  

◆佐伯和信会員「新聞について」：報道関係者との懇談会で、米軍普天間飛行場移設先のアセスメント提出時期を防

衛大臣が明言しない理由について、沖縄防衛局長がオフレコで話した内容を琉球新報が報じた。沖縄県知事は強

い不快感を表明。大臣が謝罪し、局長は即日解任となった▼琉球新報は、書くことによって情報源との信頼関係

が崩れる不利益と、国民に知らせる公益とをはかりにかけて決断したのだろう。報道の使命は国民の知る権利へ

の奉仕に尽きる。日本国憲法の基本的人権である表現の自由などの前提とされ、「新聞倫理綱領」にもうたわれ

ている▼だが、いったんオフレコが成立したのに書くことに問題はないのか。日本新聞協会がオフレコ取材につ

いてまとめた見解には、「乱用されてはならず、国民の知る権利を制約・制限する結果を招く安易なオフレコ取

材は現に慎むべきである」などとある。▼ニュースとして成立したから、信義則の議論が意味を失ったとは思わ

ない。基本的に人から取材しなければ記事は書けない。取材する側、される側の信頼関係が必要。一方で、知り

えた事実は報道に値するものは隠してはならない。二律背反のなかで判断を迫られるケースは今後も出る。新聞

が抱え続ける宿命だ。 

 

次 回 例 会（１２月２２日） 
【 忘年夜間例会 】 

 

            日 時 ： １２月２２日（木） １８：３０～ 

            場 所 ： 今治プラザホテル ２階 レストランＰepe 

 
 


